
浄
土
の
証
明

　
　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
浄
土
教
と
呼
称
さ
れ
る
教
え
の
究
極
の
目
標
は
、
そ
の
呼
称
の

示
す
よ
う
に
「
浄
土
」
へ
の
往
生
で
あ
る
。

　
　
『
経
律
異
相
』
に
次
の
よ
う
な
説
話
が
あ
る
。

　
往
昔
有
二
禰
程
王
。
各
主
五
百
禰
程
。
一
王
起
嫉
妬
意
。
故
殺

一
王
規
図
独
治
。
便
往
共
闘
。
闘
数
不
知
。
羞
噺
退
去
。
到
大
海

辺
海
曲
之
中
。
有
大
衆
沫
。
風
吹
積
衆
高
数
百
丈
禰
額
王
愚
裔
謂

是
雪
山
。
語
群
輩
言
。
久
聞
海
中
有
雪
山
。
具
申
快
楽
其
甘
果
窓

口
。
今
日
乃
見
吾
当
先
往
行
観
。
若
審
楽
者
不
能
復
選
。
若
不
楽

者
当
選
語
汝
。
於
是
上
樹
尽
力
眺
騰
。
投
衆
沫
中
溺
死
海
底
。
余

者
怪
之
不
出
。
謂
必
大
楽
。
一
一
投
中
断
群
溺
死
。

　
こ
れ
は
、
大
波
の
飛
沫
を
雪
山
と
勘
違
い
し
て
、
水
死
し
た
猿

の
王
の
話
で
あ
る
。

　
本
来
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
を
そ
う
で
あ
る
と
、
思
い
込
む
と

安
　
東
　
大
　
隆

こ
ろ
か
ら
、
悲
劇
が
起
こ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
浄
土
も
ま
た
現

代
の
知
性
の
前
に
新
し
い
理
解
が
、
模
索
さ
れ
て
い
る
。
浄
土
の

存
在
を
考
え
る
時
に
、
実
在
す
る
か
否
か
、
ま
た
何
処
に
あ
る
か

と
い
う
こ
と
も
、
古
来
論
議
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
「
己
心
弥
陀
唯
心
浄
土
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
阿
弥

陀
仏
も
浄
土
も
自
分
の
心
の
中
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
一

方
で
、
西
方
に
浄
土
が
あ
る
と
理
解
し
、
そ
こ
へ
往
生
し
た
い
と

願
う
考
え
方
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
「
浄
土
の
存
在
を
信
じ
、
往
生
の
為
の
修
業
を
行
な
う
、
そ
し

１－

て
そ
の
結
果
、
浄
土
へ
の
往
生
が
実
現
し
た
と
信
じ
る
。
」

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
純
粋
で
は
あ
る
が
い
か
に
も
心
も
と
な

い
。
そ
こ
で
、
な
か
ば
当
然
の
よ
う
に
亡
き
人
は
本
当
に
浄
土
に

往
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
い
て
は
、
そ
の
浄
土
は
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
確
か
に
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
と
か
し
て
そ



れ
を
確
か
め
て
み
た
い
と
い
う
願
望
が
起
こ
っ
て
く
る
。

　
そ
の
為
の
努
力
が
こ
こ
で
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
浄
土

の
証
明
」
で
あ
る
。

　
　
　
１

　
　
『
更
級
日
記
』
（
引
用
は
古
典
文
学
大
系
）
に
は
、
阿
弥
陀
仏

来
迎
の
夢
を
見
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
天
喜
三
年
十
月
十
三
日
の
夜
の
夢
に
、
ゐ
た
る
所
の
屋
の
つ
ま

の
庭
に
、
阿
弥
陀
仏
た
ち
給
へ
り
。
さ
だ
か
見
え
給
は
ず
、
霧
ひ

と
へ
隔
た
れ
る
や
う
に
、
透
き
て
見
え
給
ふ
を
、
せ
め
て
絶
え
間

に
見
た
て
ま
つ
れ
ば
、
蓮
花
の
座
の
、
土
を
あ
が
り
た
る
高
さ
三

四
尺
、
仏
御
丈
六
尺
ば
か
り
に
て
、
金
色
に
光
り
輝
や
き
給
ひ
て
、

御
手
か
た
つ
か
た
を
ば
ひ
ろ
げ
た
る
よ
う
に
、
い
ま
か
た
つ
か
た

に
は
、
印
を
つ
く
り
給
ひ
た
る
を
、
異
人
の
目
に
は
見
つ
け
奉
ら

ず
、
我
一
人
見
た
て
ま
つ
る
に
、
さ
す
が
に
い
み
じ
く
、
け
恐
ろ

し
け
れ
ば
、
簾
の
も
と
近
く
寄
り
て
も
、
え
見
奉
ら
ね
ば
、
仏
「
さ

は
、
こ
の
度
は
帰
り
で
、
後
に
迎
へ
に
来
む
」
と
の
た
ま
ふ
声
、

わ
が
耳
一
つ
に
聞
え
て
、
人
は
え
聞
き
つ
け
ず
と
見
る
に
、
う
ち

驚
き
た
れ
ば
、
十
四
日
也
。
こ
の
夢
許
ぞ
、
後
の
頼
み
と
し
け
る
。

　
こ
の
記
事
は
『
更
級
日
記
』
の
中
で
唯
一
日
付
の
明
示
さ
れ
て

い
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
か
に
作
者
で
あ
る
孝
標
の
女
が
こ

の
夢
を
大
事
に
し
、
後
世
の
拠
所
と
し
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の

で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
は
時
と
し
て
夢
の
中
に
そ
の
存
在
の
た
し
か

さ
を
示
す
る
の
と
さ
れ
て
い
た
。

　
仏
は
つ
ね
に
い
ま
せ
ど
も
う
つ
つ
な
ら
ぬ
ぞ
あ
は
れ
な
る
人
の

　
音
せ
る
暁
に
ほ
の
か
に
夢
に
み
え
給
ふ

と
い
う
『
梁
塵
秘
抄
』
の
歌
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。
古
典
の
世
界
と
現
在
で
は
「
夢
」
に
つ
い
て
の
理
解

が
、
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

夢
は
現
実
の
不
足
を
補
う
も
の
、
次
に
来
る
現
実
を
予
言
す
る
も

の
と
い
う
色
合
い
が
強
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
人
々
に
重
要
視
さ

れ
、
そ
の
行
動
に
多
く
の
規
制
や
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
夢
に
み

た
り
、
夢
に
現
れ
た
り
す
る
こ
と
は
、
現
実
と
同
じ
位
の
大
事
さ

と
重
さ
を
も
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
と
し
て

は
十
分
な
説
得
力
を
備
え
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

極
楽
に
往
生
す
べ
く
様
々
な
努
力
を
す
る
。
臨
終
の
時
に
臨
ん

２



で
は
、
『
往
生
要
集
』
（
引
用
は
思
想
大
系
）
「
臨
終
の
行
儀
に
あ

る
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
を
待
つ
。

△
祇
園
の
西
北
の
角
、
日
光
の
没
す
る
処
に
無
常
院
を
為
れ
り
。

　
も
し
病
者
あ
れ
ば
安
置
し
て
中
に
在
く
（
中
略
）
そ
の
中
に
Ｉ

　
の
立
像
を
置
け
り
。
金
箔
に
て
こ
れ
に
塗
り
、
面
を
西
方
に
向

　
け
た
り
。

　
そ
の
像
の
右
手
は
挙
げ
、
左
手
の
中
に
は
、
一
の
五
彩
の
幡
の

　
脚
を
執
り
、
仏
に
従
ひ
て
仏
の
浄
刹
に
往
く
意
を
作
さ
し
む
べ

　
し
。
晦
病
の
者
は
、
香
を
焼
き
華
を
散
ら
し
て
病
者
を
荘
厳
す
。

△
行
者
等
、
も
し
く
は
病
み
、
病
ま
ざ
ら
ん
も
、
命
終
ら
ん
と
欲

　
す
る
時
は
、
一
ら
上
の
念
仏
三
昧
の
法
に
依
り
て
、
正
し
く
身

　
心
に
当
て
て
、
面
を
廻
ら
し
て
西
に
向
け
、
心
も
ま
た
専
注
し

　
て
阿
弥
陀
仏
を
観
相
し
、
心
と
口
と
相
応
し
て
、
声
々
絶
ゆ
る

　
こ
と
な
く
、
決
定
し
て
往
生
の
想
、
花
台
の
聖
衆
の
来
り
て
迎

　
接
す
る
の
想
を
な
せ
。
（
中
略
）
も
し
罪
を
滅
す
る
こ
と
を
得

　
て
花
台
の
聖
衆
念
に
応
じ
て
現
前
せ
ば
、
前
に
准
じ
て
抄
記
せ

　
よ
。

　
つ
ま
り
、
行
満
ち
願
に
応
じ
て
、
蓮
台
を
掲
げ
た
聖
衆
が
現
前

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
聖
衆
来
迎
図
な
ど
の
形
で
現
存
し

て
い
る
。
来
迎
に
奇
瑞
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
往
生
が
確
実

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
そ
こ
に
集
い
結
縁
す
る
人
々
に

示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
具
台
的
な
様
子
は
、
例
え
ば
『
平
家
物

語
』
の
「
潅
頂
巻
」
に
、
叙
情
豊
か
に
、

　
中
尊
の
御
手
の
五
色
の
糸
を
ひ
か
へ
つ
犬
「
南
無
西
方
極
楽

　
世
界
教
主
弥
陀
如
来
、
か
な
ら
ず
引
摂
し
結
へ
」
と
て
御
念
仏

　
あ
り
し
か
ば
、
大
納
言
佐
の
局
阿
波
内
侍
、
左
右
に
よ
っ
て
、

　
い
ま
を
か
ぎ
り
の
か
な
し
さ
に
、
こ
ゑ
も
お
し
ま
ず
な
き
さ
け

　
ぶ
。
御
念
仏
の
こ
ゑ
や
う
や
う
よ
は
ら
せ
ま
し
ま
し
け
れ
ば
、

西
に
紫
雲
た
な
び
き
、
異
香
室
に
み
ち
、
音
楽
そ
ら
に
き
こ
ゆ
。

と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
子
に
触
れ
た
人
々
に
は
、
女
院
の

往
生
を
疑
う
者
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
特
に
「
西
に
紫
雲
た

な
び
き
、
異
香
室
に
み
ち
、
音
楽
そ
ら
に
き
こ
ゆ
」
は
、
そ
の
時

の
現
実
に
あ
っ
た
奇
瑞
の
様
子
を
叙
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
臨
終
に
何
等
か
の
奇
瑞
の
様
を
述
べ
る
こ
と
は
、
極
楽
へ
の
往

生
が
確
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
臨
終
に
極
楽
か
ら
迎
え
に
来
る
と
い

う
考
え
方
、
「
来
迎
」
は
、
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
迎
え
講
」
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
（
臨
終
に
来
迎
を
受
け
る

３



こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
後
、
親
鸞
は
『
末
灯
抄
』

に
よ
り
否
定
し
て
い
る
。
）
来
迎
を
待
つ
こ
と
必
切
な
る
余
り
、
野

猪
に
脳
さ
れ
た
話
（
『
今
昔
物
語
集
』
二
十
－
十
三
）
や
、
杉
の

本
の
上
に
留
め
置
か
れ
た
話
（
『
今
昔
物
語
集
』
二
十
－
十
二
）
な

ど
が
あ
る
。

　
さ
て
、
臨
終
に
奇
瑞
を
現
じ
て
逝
去
し
た
と
し
よ
う
。
し
か
し
、

そ
の
逝
去
が
は
た
し
て
往
生
な
の
か
否
か
は
に
わ
か
に
は
断
じ
が

た
い
も
の
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
証
拠
を
求
め
て
今
は
亡
き
人
と
の
接
触
が
図
ら

れ
る
。
そ
の
証
拠
を
示
す
努
力
は
、
一
つ
に
は
、
死
者
が
蘇
生
し

て
事
の
次
第
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
行
基
と
智
光
の
説
話
が
あ
る
。
智

光
は
行
基
が
朝
廷
に
重
用
さ
れ
て
い
る
の
を
恨
ん
で
、
山
寺
に
隠

れ
た
。
そ
の
後
「
智
光
忽
ち
に
」
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
遺
言
に
依
り
て
暫
く
葬
ら
ざ
る
に
、
十
日
あ
り
て
蘇
る
こ
と
を

　
得
つ
。
弟
子
等
に
告
げ
て
云
は
く
、
間
王
宮
の
使
駆
り
て
我
を

　
逐
へ
り
。
路
に
金
殿
あ
り
。
高
広
に
し
て
光
り
耀
く
。
我
使
者

　
に
問
ふ
に
、
答
へ
て
云
は
く
、
行
基
菩
薩
の
生
る
き
の
処
な
り

　
と
い
へ
り
。
ま
た
行
き
て
遠
く
見
れ
ば
、
煙
炎
空
に
満
て
り
。

　
ま
た
使
者
に
問
ふ
に
、
答
へ
て
云
は
く
、
汝
が
入
ら
む
と
欲
す

　
る
の
獄
な
り
と
い
へ
り
。
（
中
略
）
今
に
所
以
に
汝
を
召
す
こ

　
と
は
、
こ
の
罪
を
懲
め
む
と
な
り
と
い
ふ
。
即
ち
我
を
し
て
銅

　
の
柱
を
抱
か
し
む
に
、
肉
解
け
骨
融
に
け
り
。
罪
畢
て
て
放
ち

　
還
せ
り
と
い
ふ
。
智
光
蘇
る
こ
と
を
得
て
、
菩
薩
に
謝
せ
む
と

　
欲
へ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
（
『
極
楽
記
』
思
想
大
系
）

智
光
は
、
逝
去
し
て
蘇
生
す
る
迄
の
十
日
の
間
に
、
行
基
の
生
ま

れ
る
浄
土
と
、
自
分
の
行
く
地
獄
の
様
子
を
垣
間
見
る
。
そ
し
て

蘇
生
し
て
そ
の
様
を
語
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
蘇
生
し
た
本
人

が
死
後
の
様
子
を
語
る
の
で
あ
る
か
ら
、
充
分
な
説
得
力
を
持
つ

も
の
で
あ
ろ
う
。
（
こ
の
手
法
は
現
在
で
も
所
謂
「
臨
死
体
験
」
と

い
う
形
で
興
味
を
持
た
れ
、
死
後
の
世
界
を
覗
く
手
段
と
な
っ
て

い
る
）

　
智
光
が
前
非
を
悔
い
て
努
力
精
進
を
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　
又
、
「
橘
敏
行
、
発
願
従
冥
途
返
語
」
（
『
今
昔
』
十
四
・
二
九
）

で
は
、
敏
行
は
俄
に
死
ん
で
、
死
後
の
世
界
の
様
を
見
せ
ら
れ
、

　
　
『
汝
ヂ
信
二
娑
婆
二
返
テ
、
必
ズ
、
其
ノ
願
ヲ
遂
ゲ
ヨ
ト
』
云

　
テ
、
被
免
レ
ヌ
ト
」
思
フ
程
二
活
レ
リ
　
見
レ
バ
、
妻
子
泣
キ

４



　
悲
ミ
合
ヘ
リ
。
二
日
ト
云
フ
ニ
、
夢
見
タ
ル
心
地
シ
テ
目
ヲ
見

　
開
タ
レ
バ
活
ニ
タ
リ
ト
テ
喜
ビ
合
タ
リ
。
（
引
用
は
古
典
文
学

　
大
系
）

と
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
描
写
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
又
冥
土

の
存
在
を
知
ら
し
め
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
死
者
の
、
往
生
極
楽
の
様
子
が
他
の
人
の
夢
に
現
れ
る

例
を
見
て
み
よ
う
。

　
比
叡
山
の
僧
摂
円
が
加
賀
の
国
で
出
会
っ
た
僧
尋
寂
は
、
妻
子

を
具
し
て
い
る
が
、
夜
中
に
湯
を
浴
み
し
て
浄
衣
に
着
替
え
、
持

仏
堂
で
法
華
経
を
読
み
、
念
仏
を
唱
え
て
い
た
。
往
生
の
期
が
熟

し
て
い
る
。
「
此
二
暫
ク
坐
シ
テ
我
が
入
滅
二
値
給
へ
」
と
言
う
。

そ
の
日
か
ら
三
七
日
の
間
、
六
時
に
懺
法
を
行
な
い
、
「
我
レ
、
今

夜
、
極
楽
二
可
往
生
シ
」
と
言
い
、
衣
を
着
て
持
仏
堂
に
は
い
り
、

手
に
香
炉
を
取
り
「
法
花
経
ヲ
誦
シ
、
念
仏
ヲ
唱
ヘ
テ
西
二
向
テ

端
座
シ
テ
入
滅
シ
ヌ
」
摂
円
は
そ
れ
を
見
て
感
涙
に
む
せ
ん
だ
。

　
其
ノ
里
ノ
人
ノ
夢
二
「
彼
ノ
尋
寂
が
家
ノ
上
二
当
テ
、
紫
ノ
雲

　
聳
ク
。
空
二
微
妙
ノ
音
楽
ノ
音
有
テ
、
尋
寂
、
蓮
花
ノ
台
二
居

　
テ
、
空
二
昇
テ
去
ヌ
」
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
』
十
五
・
二
九
）

と
あ
る
。
こ
の
説
話
の
結
び
に
編
者
の
言
葉
と
し
て
、

　
此
ヲ
思
フ
ニ
、
実
二
、
尋
寂
、
身
二
病
無
ク
シ
テ
、
兼
テ
其
ノ

　
期
ヲ
知
テ
、
摂
円
二
告
テ
、
共
二
善
根
ヲ
修
シ
テ
入
滅
ス
。
況

　
ヤ
、
亦
、
夢
ノ
告
、
可
疑
キ
ニ
非
ズ
。

　
慎
重
に
往
生
の
様
子
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
。

　
即
ち
、

　
　
　
Ｉ
、
身
二
病
無
ク
シ
テ

　
　
　
２
、
兼
テ
其
ノ
期
ヲ
知
テ

　
　
　
３
、
夢
ノ
告

の
三
重
で
あ
る
。
そ
の
三
つ
の
条
件
が
具
備
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
「
可
疑
キ
ニ
非
ズ
」
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。
「
可
疑
キ
ニ
非
　
　
　
５

‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ズ
」
と
い
う
言
葉
に
、
往
生
の
確
証
を
得
る
こ
と
の
困
難
さ
を
垣

間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
又
、
勝
部
と
教
信
の
話
は
、
無
言
の
行
を
し
て
い
る
勝
部
の
所

に
、
夜
中
に
来
て
柴
の
戸
を
叩
く
人
が
あ
っ
た
。

　
勝
部
言
語
を
忌
む
を
も
て
、
問
ふ
こ
と
を
得
ず
。
た
だ
咳
の
声

　
を
人
あ
り
と
知
ら
し
む
。
戸
外
に
陳
べ
て
云
は
く
、
我
は
こ
れ

　
播
磨
国
賀
古
郡
賀
古
駅
の
北
の
辺
に
居
住
せ
る
沙
弥
教
信
な
り
。

　
今
日
極
楽
に
往
生
せ
む
と
欲
す
。
上
人
年
月
あ
り
て
、
そ
の
迎

　
へ
得
べ
し
。
こ
の
由
を
告
げ
む
が
た
め
に
、
故
に
も
て
来
れ
る



　
な
り
と
い
ふ
。
言
詑
り
て
去
り
ぬ
。

驚
い
た
勝
部
は
翌
朝
、
弟
子
を
遣
っ
て
こ
と
の
実
否
を
尋
ね
さ
せ

る
と
、
帰
っ
て
き
て
、

　
駅
の
家
の
北
に
竹
の
蘆
あ
り
。
蘆
の
前
に
死
人
あ
り
。
群
が
れ

　
る
狗
競
ひ
食
競
り
。
蘆
の
内
に
一
の
老
嬢
、
一
の
童
子
あ
り
。

　
相
共
に
哀
哭
せ
り
。

と
そ
の
様
子
を
語
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
『
極
楽
記
』
よ
る
）

　
つ
ま
り
、
死
に
行
こ
う
と
す
る
本
人
が
、
そ
の
往
生
の
期
日
を

夜
中
に
告
げ
に
来
た
で
あ
る
。
往
生
の
期
日
を
予
め
承
知
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
勝
如
の
往
生
の
期
日
も
知
り
、
そ
れ
を
告

げ
に
来
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
勝
部
は
そ
の
言
の
通
り
に
、
入
滅

し
た
と
い
う
こ
と
。

　
此
レ
ヲ
聞
ク
人
、
皆
、
「
必
ズ
極
楽
二
往
生
セ
ル
人
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
』
十
五
・
二
六
）

と
い
う
結
縁
し
た
人
々
の
感
想
も
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
「
美
濃
国
僧
薬
延
、
往
生
語
」
（
『
今
昔
』
十
五
・
三
十
）
で
は
、

無
動
寺
の
聖
人
は
、
美
濃
に
下
る
道
で
在
俗
の
僧
薬
延
の
家
に
宿

を
か
る
。
そ
の
聖
人
に
、

　
某
年
某
月
某
日
、
必
ズ
極
楽
二
往
生
セ
ン
ト
ス
。
聖
人
、
機
縁

　
深
ク
在
マ
シ
テ
、
今
、
此
ノ
家
二
来
り
宿
り
給
。
必
ズ
其
ノ
期

　
二
結
縁
シ
給
へ
。

と
言
う
。
無
動
寺
に
帰
っ
た
聖
人
は
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
夢
に
、

　
東
ノ
方
ヨ
リ
紫
ノ
雲
聳
テ
聖
人
ノ
房
二
近
付
ツ
キ
、
音
楽
ノ
音

　
空
二
有
リ
。
雲
ノ
中
二
音
ア
リ
テ
、
聖
人
二
告
テ
云
ク
「
沙
弥

　
薬
延
、
今
日
、
極
楽
ノ
迎
ヘ
ヲ
得
、
往
生
ス
ル
也
。
先
年
二
契

　
り
申
シ
シ
事
ナ
レ
バ
、
結
縁
不
忘
ズ
シ
テ
、
今
、
来
テ
告
ゲ
中

　
也
」

と
見
る
。
聖
人
は
感
涙
に
咽
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
に
は
、

　
此
ノ
事
、
承
平
ノ
比
ノ
事
也
ケ
リ
。

と
年
号
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、

　
其
ノ
後
、
伝
へ
聞
ク
ニ
、
彼
ノ
薬
延
万
死
タ
ル
時
、
違
事
兎
シ

　
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。

と
あ
り
、
夢
に
見
た
時
と
、
逝
去
の
時
が
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
を

付
加
し
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
薬
延
の
極
楽
往

生
は
確
実
な
も
の
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
往
生
の
様
子
を
夢

に
見
る
こ
と
が
ま
た
、
往
生
の
証
拠
に
も
な
っ
た
。

　
亦
、
夢
ノ
告
有
レ
バ
、
疑
ヒ
兎
キ
往
生
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
夕

－６－



　
ル
ト
ヤ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
』
十
五
こ
二
五
）

或
る
人
の
夢
に
「
乗
蓮
人
道
、
船
二
乗
テ
西
方
ヲ
指
シ
テ
行
ヌ
」

「
蓮
花
ヲ
踏
テ
雲
ヲ
陵
テ
空
二
昇
ヌ
」
と
見
た
こ
と
が
、
そ
の
内

容
で
あ
り
、
往
生
が
確
実
と
信
じ
さ
せ
る
根
拠
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

３

　
地
獄
や
極
楽
の
存
在
を
　
信
じ
る
事
の
出
来
な
い
人
も
い
た
。

　
　
「
造
悪
業
人
、
最
後
唱
念
仏
往
生
語
」
（
『
今
昔
』
十
五
・
四
七
）

は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　
某
国
の
あ
る
人
は
、
「
罪
ヲ
造
ル
ヲ
以
テ
役
ト
セ
リ
、
殺
生
・

放
逸
、
惣
テ
兎
限
シ
。
」
と
い
う
状
態
で
年
月
を
過
ご
し
て
い
た

の
で
、
あ
る
人
が
、
「
罪
ヲ
造
レ
ル
人
ハ
、
必
ズ
、
地
獄
二
堕
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

也
」
と
注
意
を
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
信
じ
な
く
て
、
「
『
罪

ヲ
造
レ
ル
人
ハ
、
地
獄
二
堕
ツ
』
卜
云
ハ
極
タ
ル
虚
言
也
。
更
二

然
ル
事
不
有
ジ
。
何
二
依
テ
カ
、
然
ル
事
有
ラ
ム
ト
」
と
言
い
放

っ
て
、
い
よ
い
よ
殺
生
・
放
逸
を
続
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

　
身
二
重
キ
病
ヲ
受
テ
、
日
来
ヲ
経
テ
既
二
死
ナ
ム
ト
ス
。
其
ノ

　
時
二
此
ノ
人
ノ
目
二
火
ノ
車
見
エ
ケ
リ
。
此
レ
ヲ
見
テ
ヨ
リ
後
、

病
人
、
恐
ヂ
怖
ル
ゝ
事
先
限
ク
シ
テ
、
一
人
ノ
智
り
有
ル
僧
ヲ

呼
テ
、
問
テ
云
ク
、
「
我
レ
、
年
来
、
罪
ヲ
造
ル
ヲ
以
テ
役
ト

シ
テ
過
ツ
ル
ニ
、
人
有
テ
、
『
罪
造
ル
者
ハ
地
獄
二
堕
ツ
』
ト

云
テ
制
セ
シ
ヲ
、
『
此
レ
、
虚
言
也
』
ト
ノ
ミ
思
テ
、
罪
造
ル

事
ヲ
不
止
ズ
シ
テ
、
今
、
死
ナ
ム
ト
為
ル
時
二
臨
テ
、
目
ノ
前

二
火
ノ
車
来
テ
、
我
レ
ヲ
迎
ヘ
ン
ト
ス
。
然
レ
バ
、
『
罪
造
ル

　
者
、
地
獄
二
堕
ツ
』
ト
云
フ
事
ハ
実
ニ
コ
ソ
」
。
年
来
、
不
信

　
ザ
リ
ケ
ル
事
ヲ
悔
ヒ
悲
ビ
テ
、
泣
ク
事
兎
限
シ
。

こ
の
男
は
、
病
に
沈
ん
で
、
眼
前
に
火
の
車
を
見
、
前
に
忠
告
が

有
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
無
視
し
て
殺
生
を
続
け
た
こ
と

が
俄
に
恐
ろ
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
地
獄
の
存
在
を
信
じ
て
い
な

い
人
の
例
で
あ
る
。
「
罪
ヲ
造
レ
ル
人
ハ
、
地
獄
二
堕
ツ
」
と
言
わ

れ
て
も
、
「
虚
言
」
と
言
い
、
「
何
二
依
テ
カ
、
然
ル
事
有
ラ
ム
ト
」

と
全
く
信
じ
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
根
拠
を
求
め
る
始
末
で
あ
る
。

「
地
獄
が
存
在
す
る
な
ら
そ
の
証
拠
を
」
と
求
め
る
姿
勢
は
現
在
に

も
通
じ
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に
死
に
行
こ

う
と
す
る
時
に
眼
前
に
「
火
の
車
」
が
出
現
し
、
地
獄
の
存
在
の

事
実
を
突
き
付
け
ら
れ
た
不
信
の
男
は
、
自
分
自
身
の
今
迄
の
行

7－-



業
を
、
深
く
反
省
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
「
火
の
車
」

と
い
う
証
拠
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
心
を
翻
す
機
縁
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
然
そ
の
次
に
記
さ
れ
て
い
る
、

　
然
レ
バ
、
弥
陀
ノ
念
仏
ヲ
唱
フ
レ
バ
、
必
ズ
、
極
楽
二
往
生
ス
、

　
ト
云
フ
事
ヲ
信
ゼ
ヨ
。

と
い
う
僧
の
言
葉
は
、
証
拠
を
求
め
る
ま
で
も
な
く
、
掌
を
合
わ

せ
て
念
仏
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、

　
火
ノ
車
ハ
忽
二
失
ヌ
。
金
色
シ
タ
ル
大
キ
ナ
ル
葱
花
一
葉
ナ
ム
、

　
目
ノ
前
二
見
ユ
ル

と
極
楽
へ
の
往
生
を
暗
示
す
る
一
節
が
続
い
て
い
る
。

　
死
後
の
世
界
（
地
獄
・
極
楽
）
の
存
在
を
全
く
信
じ
な
く
て
、

破
戒
無
想
の
生
活
を
続
け
て
い
た
人
が
、
そ
の
証
拠
を
示
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
回
心
し
て
い
く
と
い
う
、
典
型
的
と
も
い
う
べ
き

説
話
で
あ
る
。
極
楽
浄
土
も
ま
た
凡
夫
の
は
か
ら
い
の
前
に
は
、

そ
の
存
在
が
か
す
ん
で
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
ま
た
凡
夫
た

る
所
以
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

法
然
は
達
磨
二
年
正
月
二
十
五
日
に
蔓
去
し
た
の
で
あ
る
が
、

『
御
臨
終
日
記
』
に
は
、

　
同
（
建
暦
二
年
正
月
）
廿
三
日
巳
時
、
当
坊
上
紫
雲
掻
、
其
起

　
雲
中
更
有
円
戒
彩
雲
、
其
色
甚
鮮
明
、
状
如
画
像
仏
、
行
道

　
人
々
於
処
々
諸
人
見
之
随
喜
感
歎
。
弟
子
云
日
。
此
空
已
有
紫

　
霊
已
掻
之
瑞
、
御
往
生
其
近
給
果
歌
手
。

　
同
行
四
日
牛
時
刻
、
紫
雲
犬
掻
在
起
覆
干
西
山
。
炭
焼
樵
夫
十

　
余
入
信
見
之
来
而
語
。
至
行
五
日
牛
時
刻
、
声
漸
細
、
高
声

　
時
々
相
交
、
集
庭
若
干
人
々
皆
聞
之
、
正
臨
終
時
、
懸
被
著
慈

　
覚
大
師
伝
来
九
条
袈
裟
、
頭
北
面
西
、
誦
光
明
遍
照
十
方
世
界

　
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
、
如
眠
命
終
、
（
中
略
）
上
人
往
生
之
後
、

　
（
中
略
）
旁
有
不
思
議
夢
想
等
（
『
法
然
上
人
全
集
』
）

と
、
そ
の
臨
終
の
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
紫
雲
の
掻
く
様
に
大

勢
の
人
が
結
縁
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
法
然
の
往
生
は

確
実
な
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
ま
た
、
そ
の
菊
去
の
後
、

不
思
議
な
夢
を
見
た
人
が
い
る
と
い
う
後
日
課
も
一
連
の
形
式
の

通
り
で
あ
る
。

　
そ
う
い
う
視
点
か
ら
把
握
す
る
と
法
然
も
ま
た
、
従
来
の
願
い

の
中
に
あ
っ
た
人
で
あ
る
。

　
法
然
の
専
修
念
仏
の
思
想
を
、
更
に
徹
底
さ
た
純
化
さ
せ
た
親

８



鸞
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
来
迎
」
を
否
定
し
て
い
る
。
が
、

『
忠
信
尼
の
消
息
』
（
古
典
文
学
大
系
）
の
三
通
目
「
常
陸
の
国
下

妻
」
に
住
ん
で
い
た
時
に
見
た
夢
の
話
を
述
べ
た
箇
所
に
、

　
堂
供
養
か
と
お
ぼ
へ
て
、
東
向
に
御
堂
は
立
ち
て
候
に
し
ん
が

　
く
と
お
ぼ
え
て
、
御
堂
の
前
に
は
松
明
し
ろ
く
候
に
、
松
明
の

　
西
に
、
御
堂
の
前
に
、
鳥
居
の
や
う
な
る
に
、
横
さ
ま
に
渡
り

　
た
る
も
の
に
、
仏
を
掛
け
ま
い
ら
せ
候
が
、
一
体
は
、
た
ー
仏

　
の
御
顔
に
て
は
、
わ
た
ら
せ
給
は
で
、
た
ｙ
光
の
真
中
、
仏
の

　
頭
光
の
や
う
に
て
、
正
し
い
御
形
は
見
へ
さ
せ
給
は
ず
、
た
ｙ

　
光
ば
か
り
に
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
。
い
ま
一
体
は
正
し
き
仏
の
御

　
顔
に
て
わ
た
ら
せ
給
候
し
か
ば
、
こ
れ
は
何
仏
に
て
わ
た
ら
せ

　
給
ぞ
と
中
候
へ
ば
、
中
人
は
何
人
と
も
お
ぼ
え
ず
、
「
あ
の
光

　
ば
か
り
に
て
わ
た
ら
せ
給
は
、
あ
れ
こ
そ
法
然
上
人
に
て
わ
た

　
ら
せ
給
経
。
勢
至
菩
薩
に
て
わ
た
ら
せ
給
ぞ
か
し
」
と
中
せ
ば
、

　
「
さ
て
又
、
い
ま
一
体
は
」
と
中
せ
ば
、
「
あ
れ
は
観
音
に
て
ね

　
た
ら
せ
給
ぞ
か
し
。
あ
れ
こ
そ
善
信
の
御
房
よ
」
と
中
と
お

　
ぼ
え
て
、
う
ち
お
ど
ろ
き
て
侯
し
に
こ
そ
、
夢
に
て
候
け
り
、

　
と
思
て
候
し
か
。

と
あ
る
。

　
後
、
そ
の
こ
と
を
夫
で
あ
る
親
鸞
に
語
っ
た
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

は
正
夢
で
あ
り
、
法
然
上
人
は
勢
至
菩
薩
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
観
音
の
こ
と
は
話
さ
な
か
っ
た
。

　
さ
れ
ば
御
臨
終
は
い
か
に
も
わ
た
ら
せ
給
へ
、
疑
ひ
思
ま
い
ら

　
せ
ぬ
う
へ
、

と
、
思
い
出
を
語
る
形
式
で
、
覚
悟
尼
あ
て
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
書
状
は
大
系
の
注
に
い
う
よ
う
に
、
親
鸞
の
逝
去
の
時
に

は
、
所
謂
臨
終
の
奇
瑞
の
よ
う
な
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
往
生
の
如
何
を
心
配
し
た
覚
悟
尼
が
、
母
で

あ
る
恵
信
尼
に
対
し
て
質
問
し
た
こ
と
へ
の
返
事
と
考
え
ら
れ
る
。

　
親
鸞
そ
の
人
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
末
灯
抄
』
の
中
で
、

　
来
迎
は
諸
行
往
生
に
あ
り
。
自
力
の
行
者
な
る
が
故
に
。
臨
終

　
と
い
ふ
は
、
諸
行
往
生
の
ひ
と
に
い
ふ
べ
し
。
い
ま
だ
真
実
の

　
信
心
を
え
ざ
る
が
ゆ
へ
な
り
。
（
中
略
）
真
実
信
心
の
行
人
は
、

　
摂
取
不
捨
の
ゆ
へ
に
、
臨
終
を
ま
つ
こ
と
な
し
、
来
迎
を
た
の

　
む
こ
と
な
し
。
悟
心
の
さ
だ
ま
る
時
、
往
生
ま
た
、
さ
だ
ま
る

　
な
り
。
来
迎
の
儀
式
を
待
た
ず
。

と
明
確
に
、
来
迎
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
な
お
一
般
に
は

な
か
な
か
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

９－-



　
　
　
　
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
　
「
浄
土
の
存
在
の
確
信
を
ど
う
し
て
得
る
か
」
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
、
先
人
の
努
力
の
足
跡
を
垣
間
見
て
き
た
。
浄
土
は
、
こ

こ
に
こ
う
し
て
実
在
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
で
、
眼
前
に
示
す
こ

と
の
出
来
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
夢
の
中
に
、
ま
た
奇
瑞
と

い
う
形
を
と
っ
て
、
そ
の
存
在
は
、
ほ
の
か
に
示
さ
れ
続
け
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
存
在
の
確
実
性
を
自
覚
す
る
故
に
、
多
く
の

人
々
が
、
生
涯
を
か
け
て
浄
土
往
生
の
為
に
努
力
し
て
き
た
。

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
色
々
な
状
況
証
拠
（
傍
証
）
を
積
み
重
ね
、

最
後
は
一
転
し
て
、
そ
の
こ
と
を
信
ず
る
と
い
う
姿
に
帰
結
し
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
先
に
述
べ
た
造
悪
の
男
が
、

最
後
に
、

　
弥
陀
ノ
念
仏
ヲ
唱
フ
レ
バ
必
ズ
、
極
楽
二
往
生
ス
、
卜
云
フ
事

ヲ
信
ゼ
ヨ
。
と
い
う
言
葉
を
一
も
二
も
な
く
信
じ
た
の
と
同
じ
で

あ
る
。

　
信
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
あ
や
ふ
や
な
印
象
を
受
け
る

の
で
あ
る
が
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ほ
ど
確
実
な
も
の
は

な
い
と
い
う
こ
と
も
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）

10


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10

